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2017（平成29）年度 第６回国際関係学部教授会議事録 要旨 

 

日 時：平成２９年１０月１０日（火）１５時０７分～１７時３３分                                                                                                                                                                                                           

場 所：管理棟３階 大会議室 

構成員：２９名（定足数１５名） 

出席者：２９名（定足数充足） 

議 長：新里 孝一（学部長） 

 

◆附議案件 

Ⅰ学部内各種委員会等報告（報告承認事項） 

①教務委員会 

委員長より、下記の報告があり、承認された。 

１）2018年度学科目編成（第二次案）について     

２）専門演習の受け入れ人数について 

３）留学終了に伴う単位認定について  

４）第2回キャリア講演会開催について  

５）言語文化講座の曜日変更の検討について 

６）成績不振者（2年生以上）の面談シートについて 

②国際交流委員会 

委員長より、下記の報告があり、承認された。 

１）2018年春出発 私費留学希望者への案内について 

２）写真コンテストの投票（1年生）について 

３）2018年度の現地研修引率について 

③予算・広報・自己点検委員会 

委員長より、下記の報告があった。 

１）平成30年度一般研究費による機器備品の購入について 

２）予算作成に係る各委員会の要望等について 

④学部改組検討委員会 

委員長より、学部改組検討委員会開催の連絡があった。 

 ⑤東松山キャンパス運営委員会 

  東松山担当主任より、運営委員会資料に基づき報告があった。 

⑥全学委員会 

 １）評価専門委員会委員より、点検・評価シートの所見に関する委員会対応の報告があった。 

 

Ⅱ報告承認事項 

１．専任教育職員就業規則（兼職及び兼業等）第２３条に関する件 

議長より、1件の兼職について資料に基づき報告があり、これを承認した。 

２．就業規則（出張勤務・国内・海外）第７条の６に関する件 

議長より、3件の海外渡航について資料に基づき報告があり、これを承認した。 

 

Ⅲ議案事項  

１．国際関係学部カリキュラム改訂（案）に関する件 「学則第23条」 

議長より、カリキュラム改訂の基本方針および骨子の確認の後、学部改組検討委員会で承認された「2019(平成

31)年度カリキュラム改訂の改正の概要（趣旨・改正点）、開講科目一覧、履修方法、カリキュラムツリーおよび

履修モデル」の提案がなされた。配布資料に基づく説明の後、本日は提案のみとし、意見をもとめたい旨の要請

があった。質疑応答に入り、いくつかの意見が表明された。それらの意見を、10月17日開催予定の第11回学部

改組検討委員会で再検討すること、今後さらに意見がある場合には、メモまたは口頭で学部改組委員までお寄せ
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いただきたい旨の要請があった。次回の教授会で十分な時間を確保して審議を行うべきであるとの提案があり、

学部改組検討委員会で再検討した上で進めることを教授会は承認した。 

２．国際関係学部教育研究上の目的の改正（案）に関する件 

   議長より、9月に提案した学則に係る、国際関係学部の教育研究上の目的の改正案について、新旧対照表の資料に

基づき説明があり、教授会は承認した。 

 ３．2018(平成30)年度国際関係学部国際文化学科専任教員採用に関する件（文化人類学） 

選考委員長より、国際文化学科専任教員候補者選考委員会報告書に基づき、読み上げが行われ、業績開示を行う

ことを教授会は承認した。 

４．2018(平成30)年度国際関係学部国際関係学科専任教員採用に関する件（キャリア教育：全学対応） 

  議長より、専任教員の新規採用について、諸規定に基づき、専任教員による「票決により採否」を行うことの

説明があった。投票の結果、新任採用に必要な３分の２以上の票数を得たので、1名を国際関係学科「教授」と

することを教授会は承認した。 

５．2018(平成30)年度国際関係学部国際文化学科非常勤講師の新規採用に関する件 

  選考委員会委員長より、非常勤講師の新規採用に係る「選考委員会報告書」の読み上げが行われ、国際文化学

科1名の候補者を推薦することの選考報告があり、これを承認した。 

 ６．国際関係学部長・国際関係学科主任および国際文化学科主任の推薦に関する件 

   議長より、諸規定に基づき、所定の期間中の立候補者がいなかったことの報告があり、学部長・両学科主任の推薦に関

する手続を確認したのち、専任教員による投票を行うことの説明があった。引き続き、選挙管理委員会から説明の後、投

票を行った。投票の結果、国際関係学部長1名、両学科協議会からの報告を受けた、国際関係学科主任1名・国際文化学

科主任1名を教授会は承認した。 

 ７．海外の大学（マレーシア／マラヤ大学）との交流協定書の締結（案）に関する件 

   議長より、交流協定書の締結（案）」について、資料に基づき説明があり、教授会はこれを承認した。 

 ８．大東文化大学学則（社会教育主事課程関連科目）の改正（案）に関する件 

議長より、教育職員免許法の改正に伴い、社会教育主事課程関連科目内の教職課程科目の名称変更に伴う改正である旨

の説明があり、これを承認した。 

 ９．学籍異動に関する件 

幹事より、学籍異動一覧表に基づき報告があり、これを承認した。 

１０．2018(平成30)年度学年暦の改正（案）に関する件 

議長より、次年度学年暦について、大学執行部から示された三点の変更について説明があり、審議の結果、

種々 の意見により否決された。 

１１．2018(平成30)年度推薦入学試験等の合否判定に関する件 

議長より、推薦入試等の合否判定と教授会開催日が前後する際は、判定を執行部へ一任していただきたい旨の

説明があり、教授会は承認した。次回教授会において事後報告する。 

 

Ⅳ報告事項（学部長報告）  

議長より、資料に基づき下記の報告があった。 

１． 入学前教育の実施について 

 ２．2018（平成30）年度入試の判定ラインについて 

３．入試センターの設置について 

４．FD委員会からの報告について（授業評価アンケート・研究会） 

５．危機管理の対応について 

６．Daito Education PLUS Centerの設置構想について 

７．学長文書：後期の検討課題について 

以 上  


